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初診時年齢₂₁歳 ₇ か月の女性で，上顎前突および叢生を主訴として来院した．側貌は convex typeであり，上下口唇の突出
と上下顎前歯部に軽度の叢生が認められた．大臼歯関係は両側 Angle II級であり，オーバージェットは ＋₃.₀ mm，オーバー
バイトは ＋₁.₄ mmであった．側面頭部エックス線規格写真より，∠ANBは ₅.₁°とやや大きく skeletal Class IIを呈し，FMA
は ₃₄.₂°と high mandibular plane angle caseであった．歯系では，上顎中切歯歯軸傾斜角は標準的な値を示したが，下顎中




































































上下顎骨の前後的顎間関係は skeletal Class Iを呈してい
た．垂直的顎間関係は，FMAは ₃₄.₂°と大きな値を示




スタイナー分析を行うと，U₁ to NAは ₈.₂ mm，L₁ to 
NBは ₁₃.₀ mmであり，上下顎中切歯はともに唇側に位
置していた．Interincisal angleは ₁₀₉.₀°と小さい値を呈
































Mean SD 治療開始時 動的治療終了時 保定開始 ₃年経過時
Angular analysis （°）
SNA  ₈₀.₈  ₃.₆  ₇₉.₇  ₇₉.₇  ₇₉.₇
SNB  ₇₇.₉  ₄.₅  ₇₄.₆  ₇₃.₃  ₇₃.₃
ANB   ₂.₈  ₂.₄   ₅.₁   ₆.₄   ₆.₄
Mp-SN  ₃₇.₁  ₄.₆  ₃₉.₈  ₄₁.₃  ₄₁.₃
Gonial A ₁₂₂.₁  ₅.₃ ₁₂₈.₂ ₁₂₈.₂ ₁₂₈.₂
U₁-SN ₁₀₅.₉  ₈.₈ ₁₀₅.₈ ₁₀₀.₄ ₁₀₁.₀
L₁-Mp  ₉₃.₄  ₆.₈ ₁₀₅.₄  ₉₅.₆  ₉₆.₅
IIA ₁₂₃.₆ ₁₀.₆ ₁₀₉.₀ ₁₂₂.₇ ₁₂₁.₂
Occ p  ₁₆.₉  ₄.₄  ₁₉.₈  ₂₅.₀  ₂₄.₆
Liniear analysis （mm）
PTM-A/PP  ₄₇.₉  ₂.₈  ₅₂.₀  ₅₂.₀  ₅₂.₀
PTM-ANS/PP  ₅₂.₁  ₃.₀  ₅₅.₃  ₅₅.₃  ₅₅.₃
Go-Me  ₇₁.₄  ₄.₁  ₇₃.₇  ₇₃.₇  ₇₃.₇
Ar-Go  ₄₇.₃  ₃.₃  ₄₀.₁  ₄₀.₁  ₄₀.₁
Ar-Me ₁₀₆.₆  ₅.₇ ₁₀₄.₄ ₁₀₄.₄ ₁₀₄.₄
U₆/PP  ₂₄.₆  ₂.₀  ₂₄.₆  ₂₃.₇  ₂₄.₀
U₁/PP  ₃₁.₀  ₂.₃  ₃₃.₅  ₃₄.₁  ₃₄.₃
L₆/Mp  ₃₂.₉  ₂.₅  ₃₄.₂  ₃₆.₈  ₃₆.₇
L₁/Mp  ₄₄.₂  ₂.₇  ₄₆.₄  ₄₆.₂  ₄₆.₃
E-line to Upper lip   ₂.₅  ₁.₀   ₁.₀ －₃.₀ －₂.₈
E-line to Lower lip －₁.₀  ₀.₅   ₃.₀   ₁.₅   ₁.₇
OJ   ₃.₁  ₁.₁   ₃.₀   ₂.₂   ₂.₄
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歯は ₅.₀ mm，上顎左側第一大臼歯は ₄.₀ mm，下顎右













1 to NA (mm)
1 to NB (mm)
1 to NA (°)






























































なった．E-lineに対し上唇は ₃.₀ mm後方，下唇は ₁.₅ 
mm前方となった（図 ₉）₁₀︶．
図10 動的治療終了時口腔内写真
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₂ ）口腔内および模型分析所見
上下顎第一大臼歯は両側Angle I級となった．オーバー




















Superimposed on SN plane at S Superimposed on palatal plane at ANS









析では，U₁ to NAが ₁.₅ mm，L₁ to NBが ₉.₇ mmであ
り，下顎中切歯に関しては下顎骨の回転のため目標値に
は及ばなかったが，上顎中切歯に関してはほぼ目標の値
となった（図 ₆）．Interincisal angleは初診時の ₁₀₉.₀°か
ら ₁₂₂.₇°に増加し，標準的な値を示した．初診時の口蓋
平面，下顎下縁平面を基準平面とした場合，上顎第一大

































₁₀₀.₄°から ₁₀₁.₀°，∠L₁-Mpが ₉₅.₆°から ₉₆.₅°へと変
化し，ともにわずかな唇側傾斜を認めた．₄.₅ mm遠心
移動した上顎第一大臼歯では ₀.₆ mmの後戻りがみられ，
図16 保定開始 3 年経過時口腔内写真
図15 保定開始 3 年経過時顔貌写真
















図17 保定開始 3 年経過時パノラマエックス線写真
保定開始3年経過時
成人女性平均
図19 保定開始 3 年経過時プロフィログラム
図  側 写真 重
Superimposed on SN plane at S Superimposed on palatal plane at ANS




















よる Pendulum装置₁₅︶ や Greenfieldによる Greenfleld
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面セファロ分析所見では，∠ANBは ₅.₁°から ₆.₄°へ，
∠FMAは ₃₄.₂°から ₃₅.₆°へと増大させてしまった．初
診時に skeletal Class Iではあるが ANBはやや大きく，
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